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Damped Lyman-alpha Absorption System（ＤＬＡ）は、中性水素ガスが多く存在すること（NHI
>
∼

1021cm−2）
から、原始銀河との関連性が強い代表的なクエーサー吸収線系として知られている。近年の高分散観測によって、
dust depletionの小さい金属量が観測できるようになった結果、ＤＬＡと典型的な銀河との相関性が、統計的かつ
多角的に考察できる段階に至っている。例えば、ＤＬＡの金属量は、典型的に∼ 1/10Z⊙で、redshift 1 <

∼
z <
∼

4
にわたって、特徴的な進化がみられないことが知られている。従来、ＤＬＡは dark halo内の cold gas component
からなると考えられてきたが、その際、その起源となる dark haloのmerging processおよびそれぞれの halo内
の cold gasの星形成過程などを考慮に入れた準解析的モデルを構築し、その力学的、化学的進化を考察した結果、
high redshiftでのＤＬＡの金属量を説明するには、cold gasと強い相関がある星の現在の金属量を再現できない
ことがわかっている。この結果を踏まえ、ここでは、ガス成分にwarm gas component(HIガス)を新たに導入し、
それをＤＬＡ起源として捉え、halo内のガス (stellar,warm(HI), cold(H2) gas)の力学的、化学的進化を準解析的
モデルから考察した。その結果、上記のＤＬＡと現在の星の金属量を self-consistentに説明することができるこ
とがわかった。その際、ＤＬＡ内には、どれ程の水素分子量 (cold gas component)が存在する必要があるかもあ
わせて考察した。


